
術 前 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
(しおり､ カー ドをどを活用 しての試み )

発表者 下井春枝

耳 鼻 科 一 同

Ⅰ は じ め に

近年 ｢患者中心の看護｣ とい うことカ叫 ばれているが､週三日の手術日をもち､患者の約7割が

手術を目的 として入院 して来る当科に於いては､その繁忙さに紛れて術前の看護がおろそかに言れ

て来たように思 うor手術 と開いただけで誰 しもが持つ不安を少 しでも和 らげ､安心 して手術を受

けられるエう援助するVCはどうしたらよいか｡看護活動のひとこまに過ぎなかった術前オリエyテ

ーシ笥ソ忙スボ ブトを当ててみた時様々を反省が生まれたOその結果を基にして ｢術前チェ ック7)

ス ト｣r患者-のしおり｣｢疾患別カー ド｣｢看護芋版Jを作成 し､それ らを活用してより良いオ

I)エソテー シ,yを行う為の試みをしてみたのでその過程をここに報管する.

Ⅱ 研 究 の 実 際

第一段階 1.今Tiで行われていたオリエンテーションを整理してみた結果､(1)一般的を事項につい

てはほほ均一化されてV,るが､疾患別及び特殊的な事項については､各ス8 ･Jフ問にか在りの不均

衡さが目立つ｡(2)どの患者にも画一的に行 っていたo(3)チェ ックが表されない為準備に円滑さを欠

き､また漏れが しばしばみられそれにエり手術の中止､或いは延期をエぎなくされるケースがあっ

た｡

2.術前患者の ｢不安について｣7ソケー ト調査を行い抽出された事柄仕､(1備 中術後の療宿､

(2)退院の時期はいっかO脚社会復帰はいつ頃できるか｡(雌 能障筈は残るだろうかOであったo以

上の結果より､疾病に対する不安が最 も多い とい うのは予想された通 りであった｡退院から社会復

帰はいつに走るかとの不安は､健康社会からすぐ入院生活に入 り､術後短期間のうちに元の社会に

戻 るケ-スが多い当科の特殊性のあらわれだと思われるOまた機能障害についても､失声､構音障

害､顔面変形等に対する危快のあらわれであろ うと思われる｡

5.術後患者に対するアンケー ト調査 エ9得た問題点 として､(1)全般的に術前の説明は エ(行わ九

ていたと回答しているが､全部のケースに完全に行われた の は.r術前の絶飲食について｣と ｢術

前に貴重品や装着晶をはずすこと｣の二項目であり､他の項目VCついて説明を受けなかったと答え

た人がい る点､た とえ′ト人数でも問題である｡(2)必要性を含めた具体的を説明が性しかった.例え

ば手術の方法や時間､輸血､麻酔､器具の取 り扱い方等につい{'､(31準備する物品について書いた

ものが必要であるOまた前日の説明では間に合わなかったO等があげられたO

第二段階

第一段階で ｢点者の不安｣と相方の問題点を分析 した結果 ｢術前チェ ックリス t･｣及び ｢患者へ

の しおり｣の必要性を感 じ前段階で得た結果を基にして作成に入った｡
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1.｢術前チェ ックリス ト｣について (7't)ント2頁参照 )様式 :当院婦人科で使用されているもの

を参考にさせていただいたO

留意点として (1)手術決定時か ら当日まで､段階的にチェ ックできるようにした｡(2)最初に術前カ

/フ TV ンスの項をとり入れ､患者個々に適 したオ1)エソテーションがたされるようにしたO(3)疾患

別及び特殊的なものの漏れるケースがあったので､特にその負をとり入れたo(4)経萌的不安 もあると

考え ｢およその経費について｣の項を設け､必要時説明する｡(5)医師にチ ェ'クしてほ しい項 目(請

検査､Ⅹ-p､ F.KO､輸血､術前オーダー等(1)について太枠で囲み目につきやす くしたO (2)患者

へのしおり ｢手術を受けられる方-｣について (ブI)ン715頁参照 )

留意点として (1)具体的な表現方法に したO(2)何故そ うしなければいけ友いのか必要性も書き入れ

た｡(3)どの手術にも共通している一般的を事項にしぼ ったo

次に疾患 別オ1)エソテーションについて､今迄の反省よりどうしても工夫が必要だと考え､カンフ

TVンスにで繰 り返 し検討した結果､次の方法をとることにしたO(1)各疾患別の ｢看話手脱jを作成

しオ])エソテーションの手引とするO(2)｢疾患別カード｣を作成 しそれを基にして説明し'f髄 一定期

間貸 し出す｡

5.｢看護芋版｣について

内容は以前よりあった学生指導要項と､今後行 ってきたオリエソテーショyのメモよ9カン771/

ンスによって検討を深め､術前､術後の看護の要点 と注意事項､食事 と安静に重点をおいてフ 7 イル

形式にしてまとめた｡

4.｢疾患別か-ド｣について(ブ1)ン ト4頁参照 )形式は ｢何 の々手術を受けられる方-｣とし､

解 りやすい字､言葉で書き､利用 しやすいよう色別にしカー ドケースに入れたO内容は術前特に準備

注意 してほ しいことO術後の注意事項､食事､安静についてで､別に附添に関するものも加えたo

Ⅲ 実 施

実施にあた り留意すべき事柄 として､訳のことがあげられた｡

1. 解 りやす く､具体性をもった説明をする0

2.そ うするのはなぜかとい う理由､或は必要性を交えて説明する0

5.相手の立場に立 って行 う｡

4.一方的にならず､ よい聞き手になる｡

5.鋭敏 夜患者に使用してほならたい言葉や態度にも留意する.

6.手術-向 う勇気､回復への意欲を湧かせるようVCLむけるO

以上のことを心掛けて前項で作成盲れた四点を実際に活用 してのオ1)エyテーションについて､

｢喉頭全摘術｣ を行 った症例 よ9紹介する｡ (スライ ド及びブ1)ント5頁参照 )

1.｢術前カyフT V yス｣入院時のアナムネーゼ及びその後のス3 ッフの情報より人間像を浮き掘

りにしオT)エyテーションのポイン トと､時期､方法などについて話 し合 っている0

2.｢第一回オ11エソテーシヲン｣ (術前2W)

｢しか9｣をもとに一役的な事柄について説明している｡
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(5)｢食道発声訓練教室-参加｣先輩 より直接話を間いたり､実際に発声の方法を見学 している場

面である｡払)｢第二回オ1)エソテーション｣(持前 1W)｢疾患別カード｣やカニユーV､ゾンデ

を患者に見せ乍 ら r看護手贋｣を参考にして手術前後の詳 しいことについて説明している｡5.r第
三回オ1)エソテーション｣ (術前々日)家族も交えて筆談､排尿練習､深呼吸､吸引の方法等実際

にやってもらっている場面であるo

Ⅳ 考 察

1.実施後面接により患者から得た反応によると､(1)殆 どの患者が説明はよく理解できたと答えて

いる｡(2)｢しおり｣や ｢カー ド｣は繰 り返し読まれてお り､内容もよく理解されていた｡(3)手術前

後の7ウトラインを知ることに より､安J[感 を得､未知-の不安が多少な りとも解消された.

(4)NSに対する信頼感が高TiったO(5)必要物晶が不足たく準備できた等 ｢しおり｣｢カーrJ.に対ノ

する必要性を認め､効果的だったとの意見が多かった｡

2.カソファV ンスによ9評価した結果

(1)実施例をテープにとり､再生 して評価 し合ったところ､担当NSも他のスタ ッフも長所､短所が

明確になり､大変強強になったとの意見だ った｡(2)｢しかDJrカー▲ド｣を使ってのオ7)エyテ-

ションは､看護業務の上か らも円滑化され､能率的で内容 も充実されたO(3)チェ ック1)ス トが温度

坂上に挟まれている為､スタ ッフ全員の日に触れ手術患者に対する関心 が高せった｡ (4)必要物晶

の準備が完全に行われるようになり､術直前になっての不備は全 く解消された｡(5)｢疾患別カー ド｣

｢看護手悦｣使用によりスタ ッフ問の格差が是正され､ Vベルが平均化し､多少な りとも引き上げ

られたと考えるO(6)r術前カソファVンス｣によって患者個々に適 したオ1)エyテーシ寸ソがをさ

れるようになった｡ しかしカソフT V ンスは不慣れの為か短時間で要領よくまとめる能力に欠ける｡

(Rnこの様をオリエyテーショソをすることに より､看護の重要性を再認識 し､責任感を深めた｡

(8)当科では手術の前 日入院のケースも多く､この場合には前日に集中する訳でこの点､外来の投階

より開始するなど今後の課題となったo

V か わ り に

時間の関係上実施後の7yケー ト調査VCまで発展できなかったが､未熟 をがらもこの研究が日頃

の看護を反省するよい機会となり､一つの看護の方向を兄い出すことができたことは一同喜び とす

るところであるo今後 ∫しおり｣や ｢カー ド｣の内容を図案化又は､マyガ化 し､ どん走対象にも

解るものに工夫 してい くとか､スライドやテープなど視聴党を利用 しての方法の研究､それにロー

ルブ V インターや､本､雑誌の砂読会夜どtn:エ9更に学び､展着であると同時に､人格をも尊重 した

看護を目ざして努力していきたい｡また ｢看護手頃｣について､術前､術後のみに留まらず､退院

指導から社会復帰に至るまで､継続性をもたせた次実 した内容にするため更に研究を進めていきた

Vlo

終りにこの研究をするにあた り､快 く資料を提供 して下さった婦人科､整形外科､泌尿器科､共

通外科､第-外科の皆様に感謝致します.筒参考文献については省略させて頂きます｡
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手 術 前 チ ェ ッ ク T3ス t.
耳 鼻 科 病 棟

…i き∃ 弼 芸嘉豊 芸 一口

月日 イソ 内 容 1 内 容

辛柄決定より節々日まで 術前カンフ 丁Yンス !f岩一夜ラこと日たらこと O～オリエニ/チーシヨン′ りはずす物について(義歯 .時計.指輪.メガネ.コソ9クト.化染 .マ->キ7-7ビン′隻ー

患者-のしおりを渡す

医師より手術の説明 ー痛に対 して

手術前活挨査(血液一般化等.敢その他〕 月経

胸部X- P TndF_8 〔特殊的なものについてー経管栄養についてカニユーV.吸引について持敵 引VCついて

輸血 (必要量の確認､ノ,'イロ ットー

付添について

失声について､コミ3,ニケ-シ.ヨy

の方法 .実施 発声訓練見学 沈黙について､月掛 ついて蓄尿禁煙について

〔必要物品l着物 .タオル .チ1)統 一J<RDオル.どこ-凡布.丁字帯.-腰巻.オムツ.笠筑嗣具.ストロー.スプ⊥y F3I投薬準備 轍 剤与英

旨肪食摂取確認

t ス トV +/チ .r- 藩 イス準備 -

前 日々 麻酔依頼書記載確認 飲絶食

前日行覆ラこと 麻酔依頓書提出 送 り票 使 .排尿 .更衣

麻酔医 J主治医オーダー受理 BI)測定 P.T.

欠食伝票 一食事変変伝票 .月評方食伝票 とりはずすもの確認 (前日の項参照 )

Ⅹ-p Ey{_Q準摘 前投薬施行

局蘇薬テスト.抗生物質テスト確認

への持参品確認 カルテ Ⅹ-PEXQ 輸血年カバー 薬品類 ′入浴又は清拭

手足の爪の手入れ､洗髪 ･添について(許可書 .寝具.食事手続きー

別宅 ･添指導

排尿練習 後指導 (看護手旗参照 ー

術中の必要物品を手術室へ持参 一 ヘットサイド準価 シーツ交換.ど- Jt- ツト ぺス3オル.温9ンポ計 .吸引器 .02吸入 .点滴ス9ンド.シ-ネlil)yク.安全ピン.ポール.脚 .チ1)紙(2つ折 りにしたもの ー床蘇生整理.砂のう蓄尿ピ-/(礼).沈黙の札.隻芸所l具.文字伝 .身体図.術後チェックリスト

疾患別カ- ドによるオリエyテ-シヨン

0Pオリエン'チIシ冒ン′ 〔一般的なもの1

oⅠ'開始時間 所要時間

酔について前投薬について

術前の絶飲絶食

現車の手入れ

早 .術後の排他について

術後の安静 .運動についで

f)
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手 術 を 受 け ら れ る 方 へ

段 信大病院耳鼻科病棟

1.あをたの手術は 月 日隼鷺 時 分 エb行われますO大体の所要時間は 時間 分

位の予定ですが､状態に より延びることもあ りTiす0

2.手術の前に準備するものは茨の通 りですO

(1)ねせき 前開きで袖口の広いもの (ゆかた式､肌 じゅぽん等が望ましho )

(2)9オル 2-5枚

(3)バ ス タ オル 1-2枚

(4)チ リ紙 (2枚を重ねて2つ折 りに_する )

(5)ビニールのふろしき 1枚

(6)ス プー ン

手術によっては丁字帯 ･オムツ･登記用具 (メモ用紙とサインペン等 )･腰巻

◎手術室へ持参するもの タ オ ル 1枚 チ ))紙 (2つ折 り20組 )乳幼児はオムツ1組

5.手術前 日までに注意すること

(い手術が決まった ら外出 ･外泊はできるだけさけて下さho

(2)風邪をひかないよう充分注意して下さいO

(3)手術にな りますと体力を消托 しますので､ できるだけ栄養価の高い消化 しやすいものをとって

体調を整えておいて下さい｡また絶食にな りますと疲れやすく怒 りTiすので､安静に心がけて

TSv'O

(4)禁煙-3バコを吸 うことに より気管を刺戟 して疫や咳が多くなり苦 しい思いをすることがあり

Tiすので今まで吸 っていた方は吸わない ようにして下さい｡

(5)輸血について(必要な-Eのみ )

型 不必要ですO供血者の方には 日までに来ていただいて下さいo尚時間は午前

10:00-12:00 午後 1.'00-5:00の問です｡どうしても準備できたV>方は知

らせて下さい｡

(6)附癖は必要ありせせん

必要です｡ 約 日間

o附添寝具は1日 150円です｡

o附添食 1日 460円です0

4.手術前 日

(11手術する部位の毛を剃りTiす｡これは手術がや りやす く､清潔に行われる為です｡

(2)入浴 .洗餐 ･あるいは清拭等をして身体を清孫にいたします｡ひげそ 9,爪切 9女性の方は化

粧 ･ マニ1キ了をおとして下さい｡ポマー ド､香水等は使わないで下さい｡

(3)手術にエってはベ ット上で､ 尿器や便器を使用 しますので､前日までには必ず練習しておいて

下さい0
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(4)午後はしっろいろた処置や､麻酔医の診察等がありですので､病室にいて下さい｡

(5)食事 ･水 .お茶等の飲物は 時以後はとらないで下さい｡

･乳幼児の場合には麻酔医の細かい指示により与えて下さいO (わか り次第こちらで説明いた

します｡ )

･手術によっては午後 9時頃脂肪食をとっていただきますO

(6)夜眠れない ようで した ら遠慮なくか知らせ下さい｡

･手術によって絃午後9時頃 よく眠れるようにお菜 をあげることもあります0

5.手術当日

(1)全身麻酔の場合及び午前中の局所麻酔の場合は朝日覚めてから､一切の飲食物はとらないで下

さいO局所麻酔で午後の手術の場合は朝食以後何 もとら貴いで下さい｡

(2)術前の注射は 時 分から始ま りますのでそれまでに

(カシャッ ･ズボン下を脱ぎきものに着がえ9オル ･チ リ紙を準備 しておいて下さい.

㊥適量品 (指輪 ･ネ ックV ス ･時計等 )-7ビン･カツラ･メガネ･コソ3クトV ンズ､入歯

等ほ全部 とり除き､たくをら夜いよう保管しておいて下さい｡

◎長い髪の方はゴムでまとめておいて下さい｡

◎排便､排尿をすませてべ 叫 でお待ち下さV'O (手術によっては餅舵内に管を入れることもあ

りますo I

(3)手術室VCは 時 分に参 りますo

(4)手術そのものは麻酔により苦痛の心配はありませんD

(5)手術中に尿意がありましたら遠慮なく知らせて下さい0

6.手術後

(11術後指示があるまでは永分や食物をとらないで下言い｡手術によっては抜取 したものや量をメ

モしておいていただきます｡

(2)痛みに対 して 状態により痛み止めを使用 しIfすので,ひどい苦痛の時は遠慮せずにお知ら

せ下さいO

(3)術後指示があるまでは､起 き上 ったり､歩いた 少しないで､べ ･,ト上で安静にしていて下さho

細最初の排沢は看護婦にお知らせ下さいO場合によって絃1日の尿量を測 りますので一定の容器

にためていただきますO

(5)鼻や創部に入っている管 (チーーブや ドV-I )は大事をものですか ら勝手に抜いたり､いじ

った りしないで下さレ､｡

(6)術後の安静や感染予防のため､面会はできるだけど遠慮下さいO

(7)各手術に対 しての注意事攻は､後程お話 しいたします｡

以上ですが､おわか りにならないことや､心配なことがあ りそしたら､ど遠慮な く医師や看護婦に

おたずね下 さい｡
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鼻 の 手 術 を 受 け ら れ る 方 -

t手術の前日までに2つ折 りにしたチ リ紙を多目に用意しておいて下さい｡

2.当日の朝は歯みがさ､ うがい等をして口内を清潔にまた鼻をよくかんで下さい0

5.術後医師の許可あるまでは鼻 をかまたいで下さhorまたくしゃみは出来るだけ予防 して下さho

これ らのこと仕刺戟 となって出血 したりガーゼが とびだすおそれがあるためです.

4.出血について

･時々つばをチ.)親に出してみて､あま り赤 くて量が多い時は知らせて下さho

･鼻内手術の場合止血するまでにある程匿時間がかかることがあります｡

･のどに下った血液はのみ込まない ように､

･限か らの出血をみることがあ りますが､ これ壮鼻涙管を通 して出るもので､心配ありません0

5.うっ血をさけるため長時間下を向 く姿勢はさけて下さい｡

6.口内の衛生 とのどの保護について

･うがいを時々行い口の中を清潔にして下さhD

･歯みがさは尊い手術の場合はしてよいですが口唇に傷がある手術では下の歯のみにとどめ､ゆ

す ぐ亀鑑にして下さい｡やわ らかい歯ブラシがよいでしょう0

7.手術のあとほほ (棉部 )が障れることがありますが､反応の一つで次第にひけですので心配あり

せせん｡冷やしたりせず自然にまかせて下さho

8.食事､当 日､術後2-5時間 してか ら､番茶 をのんでみて､はきけがなければ碍食をとって結構

です02-5日後より常食にかえていきますo

?.安静 当日はベ ットの上で､できるだけ安静にして下さいO翌日より洗面 トイV処置室へ歩行

して よいですが､1週間位はできるだけ安静にして下さい0

10.入浴 約2週間後 より許可されますOそれまでは､出血風邪などの予防のため､さけていただ

きますO
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実施例(喉頭全摘術を行なった症例 より)
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